
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  
  
 
 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

〈徳〉やさしく～夢を持ち続ける子の育成 

〈知〉ただしく～自ら進んで学ぶ子の育成 

〈体〉たくましく～最後までやりとげる子の育成 

『いよいよ２学期！』 
校長 渡 辺 敬 方 

長い２５日間の夏休みが終わり、いよいよ２学期が始まりました。始業式には、子どもたちの元

気な姿を見ることができとてもうれしく思っています。 

 さて、２学期は、学校生活の中で、一番長い学期になります。また、フェスティバルなどの行事

もたくさんあります。１０月７日（土）に行われるフェスティバルでは、一人一人の持っている力

を結集し、全校児童生徒が協力した力を見せてほしいと思っています。当然、準備も大変になり忙

しくなることと思いますが、意識を持ちながら、仲間と協力しながら、主体的に動き、今までにな

い思い出多いフェスティバルにしてほしいと思います。また、勉強の方も、目標をしっかり持ち、

前向きに取り組んでほしいと思います。中学校３年生にとっては、進路選択の重要な学期にもなり

ます。目標達成のために、努力して悔いのない時期にしてほしいと思います。 

成功への道は「最善」を尽くすことが大切。 

                              北京大会 北島選手 

「まず福智の因を積んで、しかるのち、無上の果を感致せよ。」 

これは空海の言葉です。この言葉は、「目標をたてたら、それに           ミュンヘン 

むかって最善を尽くし、正しい行いを積むことで、天も味方をし          大会 

て、よい結果を得ることができる。」と言う教えだそうです。            田口選手 

 オリンピックの水泳競技の金メダルと言えば、北島康介選手の 

名が浮かびますが、その３０年以上まえ、同じ平泳ぎで金メダル 

を取った田口信教という選手がいました。高校２年生で出場した 

メキシコ五輪では世界新記録を出しながら泳法違反で失格となり、 

田口選手はその悔しさをバネに４年後のミュンヘン五輪での雪辱 

を誓いました。泳法を改良し、練習法に創意工夫を重ね、考えつ 

くトレーニングはすべてやったと言います。やれることはすべて 

やり尽くした後、彼なりのよいことを心がけたそうです。結果、 

見事金メダルを取りました。 

 空海の言葉や田口選手の行動からも、目標達成、成功に向けて 

努力の大切さがわかります。児童生徒の皆さんも目標に向かって 

努力をしてほしいと思います。                               アテネ大会 北島選手 

 ８月１８日（金）に第２学期の始業式を行いました。１年間の中で１番長い学期ですが、その

分いろいろな活動ができます。大きな行事は『星の丘フェスティバル』ですが、野外活動やその

他の校外での活動もたくさんあります。また、「実りの秋」という言葉のように、春からの子ど

も達の成長が確認できる時期でもあります。行事だけではなく普段の学習にもきちんと取り組ん

で、身に付けた力を十分発揮してもらいたいと考えています。 

小学校では、始業式後に、２学期の生活についての説明がありました。めあてや目的を忘れず

にしっかり、じっくりと頑張ってくれることを期待しています。 
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１日（金） 定時退勤日 

  ４日（月） プール学習（小中女） 

小中部会 

  ５日（火） フィールドワーク（中） 

実務者会議 

  ６日（水） 北黄金貝塚見学（小６） 

８日（金） 食育センター見学（小） 

      パークゴルフ（中） 

 児童生徒会 

 校務部会 

１１日（月） プール学習（中男） 

小中部会 

１２日（火）  巡回小劇場（中） 

１３日（水）  中３学力テスト（総合Ａ） 

       パートナーティチャー訪問 

１４日（木）  後期認証式 

１５日（金）  児童生徒会（新） 

       救急救命講習会 

       定時退勤日 

１８日（月）  敬老の日 

１９日（火）  新篠津高等養護学校教育相談 

小中部会 

２０日（水） きつつきの会（よみきかせ） 

       研修日 

２１日（木）  食育授業（中３） 

       定例校長会 

２２日（金）  収穫祭（中） 

       職員会議 

２３日（土）  秋分の日 

２５日（月）  フェスティバル特別日課 

         小中部会 

２６日（火）  食育授業（中２） 

２７日（水） 定例教頭会 

２９日（金）  児童生徒会 

 今年も子ども達が楽しみにしていた巡回小劇場が

行われました。 

小学生は、８月２２日（火）に、劇団たんぽぽの

「ルドルフとイッパイアッテナ」を鑑賞しました。

歌とおどりがいっぱいのミュージカルで、アニメ映

画化もされています。子どもはとても楽しい時間を

過ごすことができました。 

 

 

 

 8 月 2１日（月）バウムハウスの心理療法士の桑

谷麻理菜さんを講師にお招きし、児童生徒理解のた

めの学習会を行いました。 

桑谷心理療法士からは 

「教育現場における生徒対応と教員のセルフケア」 

についてお話をいただきました。子どもの状態を捉

える視点は、「発達」「愛着」「トラウマ」の３つが 

あり、今回の研修では「トラウマ」の視点について 

のお話でした。 

「トラウマ」＝「こころのケガ」であり、見えない

ケガであること、支援者の誤った対応が子どもの状

態を悪化させるとお話がありました。次に、自律神

経の働き等の身体の視点から、子どもたちが、身体

の中でどんなことが起きて、どう反応するかの話が

ありました。最後に、具体的な対応例についてのお

話がありました。子どもの状態を捉え、対応するこ

とが大切であると改めて学び、今後の支援に活かし

ていこうと思いました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 小学校、中学校ともに行っている栽培活動。春から育ててきた作物たちが実りの時を迎えています。

青々としたきゅうり、真っ赤なトマト、太く大きなズッキーニなど・・・調理している教室から、子ども

たちの「おいしい！」という声が聞こえてきます。収穫する際は、熱中症に注意しながら行いました。 

種をまき→丁寧に世話をする→収穫したものを調理する→食べるという一連の活動の経験が子どもたちの 

心の栄養となり、成長の助けとなっていくことと思っています。 


